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１
月
２６
日
、
本
部
教
祖
殿
に
て
、

徳
元
分
教
会
が
任
命
の
事
情
運
び

を
、
大
教
会
長
付
添

い
の
も
と
、

無
事
に
お
許
し
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、
大
教
会
長
を
芯
に
東

礼
拝
場
に
て
、
か
ん
ろ
だ
い
を
拝

し
、
お
礼
づ
と
め
を
さ
せ
て
頂
き
、

教
祖
殿
、
祖
霊
殿
を
廻
り
、
教
祖
、

霊
様

へ
お
礼
の
参
拝
を
さ
せ
て
頂

い
た
。

。
奉
告
祭
　
３
月
２９
日
　
午
前
１０

寺

）

会
」
が
行
わ
れ
、
大
教
会
長
を
始

め
、
帰
参
し
た
教
会
長
が
参
加
し
、

宮
森
内
統
領
の
お
話
を
聞
き
、
参

加
者
は
、
少
年
会
活
動
の
意
欲
を

高
め
た
。

○
清
宮
秀
明
会
長
　
略
歴

。
昭
和
３６
年
１１
月
６
日
生
ま
れ

。
昭
和
５４
年
１１
月
２４
日
お
さ
づ
け

の
理
拝
戴

。
昭
和
６３
年
３
月
１５
日
教
人
登
録

。
昭
和
６３
年
２
月
１９
日
教
会
長
資

格
検
定
合
格

１
月
１２
日
祭
典
後
よ
り
連
絡
会

に
引
き
続
き
１３
日
ま
で
開
催
。

は
じ
め
に
大
教
会
長
よ
り
お
話

し
を
頂
き
、
各
会
の
活
動
方
針
が

発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
布
教
部

長
か
ら
、
昨
年
の
報
告
と
今
年
の

目
標
が
発
表
さ
れ
た
。

夕
づ
と
め
後
は
大
祭
の
直
会
が

行
わ
れ
、
美
味
し
い
鍋
を
頂
き
な

が
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
盛
り
上

が
り
、
最
後
は
全
員
で

「進
め
網

走
」
を
熱
唱
し
た
。

翌
日
は
各
班
に
分
か
れ
て
、
今

一
．
一・・　
一一　
　
　
　
　
．
―

年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
ね
り

あ
い
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
や
疑
間
な
ど
を
交
換
し
合

っ
た
。

閉
会
は
大
教
会
長
を
芯
に
、
お
礼

づ
と
め
が
つ
と
め
ら
れ
終
了
し
た
。

□
還
暦
の
一ご
誕
生
日

１
月
１６
日
、
真
柱
様
は
満
６‐
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
。

大
教
会
で
は
、
朝
づ
と
め
終
了

後
、
三
階
客
間
で
大
教
会
長
が
真

柱
様
に
お
祝

い
の
言
葉
を
申
し
上

げ
、　
一
同
揃

っ
て

「お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
祝
い
申
し
上

げ
た
。

ま
た
少
年
会
網
走
隊
で
は
夕
づ

と
め
終
了
後
、
隊
長
の
瀬
川
ひ
か

る
さ
ん
が
代
表
し
て
真
柱
様
に
お

祝

い
の
言
葉
を
申
し
上
げ
た
。
そ

の
後
、
食
堂
に
て
夕
食
と

一
緒
に

お
祝

い
の
ケ
ー
キ
を
頂
い
た
。

徳
元
分
教
＾
一
お
運
び


